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戸の住戸が建設され、最初の高層住
棟は 1967 年に完成した。
　高層住棟及び中層板状住棟や低層
長大住棟が配置されていた（図 4）。
中層板状住棟の住棟間には、EV 棟
があり、住棟とは空中歩廊によって
接 続 さ れ て い た（ 図 5）。1994 年
にストーンブリッジ・ハウジング・
アクション・トラスト（HAT）は団
地の管理を引き継ぎ、既存住棟を解
体し低層住棟中心への再生事業を開
始した。　

□再生手法
　ストーンブリッジ団地は、以下の
手法を用いて再生が行われた。
1. 伝統的な街路パターンの再生

□概要
　ストーンブリッジ団地は、ロンド
ン北西部に位置し、かつてスーパー
ブロックと高層板状住棟の空中歩廊
による接続による巨大団地があっ
た。現在は、再生事業によりこれら
巨大住棟は解体撤去され、現在は低
層住棟を中心とした小街区による住
宅地となっている。

□再生前の状況
　1950 年 代 に 市 議 会 が 100 エ ー
カーに及ぶストーンブリッジ団地を
再開発することを計画した。1775

Stonebridge Estate

図1.ストーンブリッジ団地の位置図（GoogleMapに加筆）

ロンドン
　ストーンブリッジ団地の再生（手法と現況）
　　（Stonebridge Estate）

図 2. ストーンブリッジ団地の配置図 1）

図 4. 再生前の団地の風景 2）

図 5. 再生前の住棟空間 3）

図 6. 再生前の住棟空間 4）図 3. ストーンブリッジ団地の航空写真（GoogleMapに加筆）

図 9　団地周辺（左側）との連続性

図 7. 伝統的な街路の復活

図 11. 商業施設と住宅がある複合施設

図 10. 広大なオープンスペース

図 8. 沿道性のある低層住棟の建設
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ロンドン　ストーンブリッジ団地の再生（手法と現況）（Stonebridge Estate）

□再生後の姿
　ストーンブリッジ HAT は 2007
年に解散し、ハイド・グループによっ
て設立されたヒルサイド・ハウジン
グ・トラストが再生事業を引き継い
でいる。伝統的な街路を復活させ

（図 7）、低層中心の住棟を建設して
いる（図 8）。また、オープンスペー
ス（図 10）や、子供向けサービス
施 設 の 建 設 を 行 っ て い る ( 図 11、
図 12）。
□現状を確認して
×低層住棟への建替えを行っている
　が、高さが統一されすぎており、
　スカイラインが単調になっている
　（図 13）。
○大きなオープンスペースの境界部
　分はフェンス等が無く、どこから
　もアクセスできるようになってい
　る（図 10）。
△オープンスペースはデザインがな
　されているが、面積が大きく、周
　辺の住棟との関係性が弱くなって
　いた（図 10）
×住棟外観が同じ素材の繰り返しに
　よるため、単調な空間を作り出し
　てしまっている（図 8、　13）。
○ 10 年間以上の再生事業の中で多
　くの建築家が参入しているため、
　多様な住棟デザインが存在し、デ
　ザイン性高いものも見られた（図
　14）。
×一方、配色が奇抜な住棟もあり、
　多様性を生みつつも、逸脱するも
　のも見られた。（図 15）。
×住棟の前庭のフェンスの高さが　
　150cm 近くもあることで、住棟
　と街路との関係性が薄くなってい
　た（図 16）。
△複合施設の外壁素材が低層部と中
　層部で違うもので建設されていた。
　商業部分と住宅部分の違いを明確
　にしていた（図 17）。
○商業施設を誘致し、住民の買い物

　や食事等の活動が発生し、さらに
　雇用の創出を行うことで、活気が
　生まれるようになっていた
　( 図 11）。
○現地の住宅協会の案内所には、今
　後の再生事業ブロックのパネルと
　模型の展示がされており、情報発
　信と合意形成に寄与していると感
　じられた（図 18、19）。
注：写真は全て倉知徹撮影

1）現地説明パネルより
2）PHOTOGRAPH（2011）
3）http://www.rudi.net/books/6225
4）佐藤健正氏提供

図 16. 高さが高い前庭のフェンス

図 17. 商業と住宅の素材による境界

図 14. デザインの住棟

図 15. 奇抜な配色の住棟 図 20. 今後再生事業が行われる空地

図 18. 住宅協会の分室と案内所

図 12. 子供向けサービス施設の建設

図 13. 高さが統一された低層住棟

図 19. 団地全体の模型


